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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月11日(2015.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンピューティングシステムを備えたコンピュータネットワーキング環境中の、
少なくとも１つのプロセッサとメモリを含むコンピュータシステムにおける、仮想データ
ソースから受信されるデータを実装する、コンピュータに実装される方法であって、
　ユーザインタフェース（ＵＩ）が１つまたは複数のデータ要素に関する要求をデータソ
ースに送信するステップと、
　要求対象の前記データが読み出されて伝送される間はプレースホルダデータを表示する
べき旨の指示を前記データソースから受信するステップと、
　要求対象の前記データ要素のそれぞれに対して前記ＵＩ内にプレースホルダデータを表
示するステップと、
　各データ要素が前記データソースから受信されると、前記表示されたプレースホルダデ
ータに要求対象の前記データ要素を動的に追加するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記プレースホルダデータは対応するデータ要素を表すデータの所定部分を含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データ要素は受信される順序で動的に追加される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ユーザがある所定の時間にわたって前記データ要素とのインタラクトを停止していると
判定するステップと、
　１つまたは複数の後続データ要素を前記データソースから事前に取り出すステップと、
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ユーザがある所定の時間内にデータ要素の１つまたは複数とインタラクトしたと判定す
るステップと、
　前記データを事前に取り出すステップをキャンセルするステップと、
をさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
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　事前に取り出すページ数がユーザによってカスタマイズ可能である、請求項４に記載の
方法。
【請求項７】
　ある所与のデータコレクションの前記データ要素が前記データコレクションの終端から
数えてｎページであるときに、データの事前取り出しが自動的に開始される、請求項１に
記載の方法。
【請求項８】
　ある所与のデータコレクションの最後のデータ要素が前記ＵＩに表示されているときに
、データの事前取り出しが自動的に開始される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　コンピューティングシステムに、
　データソースに格納された複数の異なるデータ要素をユーザがナビゲートできるように
する、ユーザナビゲート可能なインタフェースを提供するステップと、
　第１のナビゲーション入力を前記ユーザから受け取るステップであって、前記第１のナ
ビゲーション入力は、前記第１のナビゲーション入力に基づいて前記ユーザに送信するべ
き１つまたは複数のデータ要素を前記データソースに示す、ステップと、
　前記ユーザが前記第１のナビゲーション入力でナビゲートした先のデータ要素を表示す
るステップと、
　第２のナビゲーション入力を前記ユーザから受け取るステップであって、前記第２のナ
ビゲーション入力は、前記第２のナビゲーション入力に基づいて前記ユーザに送信するべ
き１つまたは複数の新しいデータ要素を前記データソースに示す、ステップと、
　各データ要素が前記データソースから受信されると、前記ユーザナビゲート可能なイン
タフェースを前記新しいデータ要素によって動的に更新するステップと、
を実行させるコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　前記コンピューティングシステムに、１つまたは複数の事前取り出しトリガに基づいて
１つまたは複数のデータ要素を事前に取り出すステップをさらに実行させる、請求項９に
記載のコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　前記ユーザによってその後に最も閲覧されそうだと判定されたページが、前記事前取り
出しトリガのうちの少なくとも１つの発生時に事前に取り出される、請求項１０に記載の
コンピュータプログラム。
【請求項１２】
　前記事前取り出しトリガが、
　データコレクションの終端から数えてｎページに達する、前記データコレクションの前
記終端に達する、およびデータを事前に取り出すべき旨の手動ユーザ指示を受け取る、の
うちの少なくとも１つを含む、請求項１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　前記コンピューティングシステムに、
　前記データソースから読み出すべき後続データ要素群に関する要求の契機となるデータ
要素を前記第２のナビゲーション入力が要求した、と判定するステップと、
　各データ要素が前記データソースから受信されると、前記ユーザナビゲート可能なイン
タフェースを前記後続データ要素群によって動的に更新するステップと、
をさらに実行させる、請求項９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　コンピュータシステムであって、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　システムメモリと、
　コンピュータが実行可能な命令を格納した１つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒体
であって、前記命令は前記１つまたは複数のプロセッサによって実行されるときに仮想デ
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ータソースのデータを効率的に提供する方法を前記コンピュータシステムに実行させる、
媒体と、
を備え、前記方法は、
　　データソースに格納された複数の異なるデータ要素のうちの１つまたは複数内をユー
ザがナビゲートできるようにする、ユーザナビゲート可能なインタフェースを提供するス
テップと、
　　ナビゲーション入力を前記ユーザから受け取るステップであって、前記ナビゲーショ
ン入力は、前記ナビゲーション入力に基づいて前記ユーザに送信するべき１つまたは複数
のデータ要素を前記データソースに示す、ステップと、
　　前記ユーザが前記ナビゲーション入力でナビゲートした先のデータ要素を表示するス
テップと、
　　前記データソースから読み出すべき後続データ要素群に関する要求の契機となるデー
タ要素を前記ナビゲーション入力が要求した、と判定するステップと、
　　各データ要素が前記データソースから受信されると、前記ユーザナビゲート可能なイ
ンタフェースを前記後続データ要素群によって動的に更新するステップと、
を含む、コンピュータシステム。
【請求項１５】
　前記ユーザによってその後に最も閲覧されそうだと判定されたページが、少なくとも事
前取り出しトリガの発生時に事前に取り出され、前記事前取り出しトリガは、データコレ
クションの終端から数えてｎページに達する、前記データコレクションの前記終端に達す
る、およびデータを事前に取り出すべき旨の手動ユーザ指示を受け取る、のうちの少なく
とも１つを含む、請求項１４に記載のコンピュータシステム。
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